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一方、 Data Flow Graph (DFG) に基づいた  実行プロセッサではデータのやり取
りのルールが決まっているのでハードウェアコントロールが単純だと予想され














よって、本研究では、 QRP を VerilogHDL で記述して一つのマイクロプロセッサ
として使って　1.キューだけを使うコンピューテーション  　2.キューとラン
ダムアクセスレジスタ両方を使うコンピューテーション　という二つのコンピ
ューテーションモデルのプログラムを同プロセッサで実行して、キューとラン
ダムアクセスレジスタ両方を使うとき、よりよい性能が得られると証明した .
それと、ランダムアクセスレジスタはどういう場合に使えば、性能工場になる
かを調べた。その結果 , ループ変数のインクリメント、プログラムのコントロ
ール分の実行に関するところがランダムアクセスレジスタにもっとも向いてい
ると分かった .
